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6月7日（土）に京都の田辺中央体育館にて行われた、 

オムロン技術関連事業所・京阪奈イノベーションセンタ主催のスポーツ大会に、オムロ
ンハンドボール部から前田選手・山中選手・吉田選手・川俣選手が参加しました。また、
翌日の6月8日（日）に京田辺市・木津川市・精華町の小学生を対象とし、開催されたハ
ンドボール教室には、経験者30名、未経験者50名、計80名の小学生が参加してくれま
した。オムロンの選手が講師として約3時間一緒にハンドボールを楽しみました。 

この2日間で日頃応援してくださっている多くの方々と交流が出来、また、 

一緒に汗を流すことが出来、とても楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

 5月17日（土）に愛知県に本社を置くOAE（オムロンオートモーティブエレクトロ
ニクス）主催のスポーツ大会が行われ、ハンドボール部から藤間選手・東濱選
手・石立選手・永田選手・前田選手の５名も参加させていただきました。 

 OAEの皆さんとハンドボールの選手が混合チームになり、ソフトバレーやソフト
ボール、二人三脚、王様じゃんけんなど様々な種目を行いましたが、どの試合も
白熱し、とても楽しい一時を過ごすことが出来ました。また、ハンドボール経験者
の方対オムロンハンドボール部でハンドボールの試合もさせていただきました。 

このような企画がありましたら、是非また参加させていただきたいと思います☆ 
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↑ 景品の色紙を渡す選手 

“息を合わせる選手たち” 

↓白熱したバレー 

↑青空の下でのソフトボール 



最終順位 
優勝：韓国代表 
２位：日本代表 
３位：広島メイプルレッズ 
４位：SKオーフス（デンマーク） 
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 7/2(水)～7/6(日)まで愛知県名古屋市にて、高松宮記念杯第4回全日本社会
人ハンドボール選手権大会が開催され、オムロンは予選トーナメントでは試合
がなく、決勝リーグからの参戦となりました。決勝リーグにはオムロン・ソニーセ
ミコンダクタ・北國銀行・広島メイプルレッズの4チームが駒を進め、熱戦を繰り
広げ、海外移籍や大会直前までのナショナル合宿と、不安の残る中で今季初
の公式試合を迎えましたが、結果は2勝1敗で準優勝という結果に終わりました。
満足する結果には至らなかったものの、今後に繋がる課題・成果を得ることが
出来た大会となりました。ご声援いただいた方々、誠にありがとうございました。
課題を修正し次の大会に向けてチーム一丸となって頑張ってまいりますので、
今後も引き続き温かいご声援を宜しくお願いします。 

ベストセブン賞 ： 東濱裕子 選手 ・ 藤井紫緒 選手 

 5年間、どんな時でもオムロンを支え、応援してくださる皆様と共にこの
チームで戦うことが出来、とても幸せな日々でした。見えないところでも支
えてくださり、時には叱咤激励し一緒に喜んでくださったこと、皆様との思
い出をひとつひとつ思い返すと感謝の言葉しか思い浮かびません。このよ
うな素晴らしい環境でハンドボールが出来ましたこと、そしてファンの方々
を含めたチームオムロンで戦い抜いたこと、関わってくださる全ての方々と
の出逢いが私にとっての財産となりました。これからの人生において、こ
の5年間で学んだことを礎として精進してまいります。心より感謝しており
ます。ありがとうございました。 

 6/13(金)～7/15(日)までヒロシマ国際ハンドボール大会が開催され、例年、別の大会 

として開催されていた日韓定期戦を兼ねての大会となりました。日本代表として、オムロンからは
藤間選手・東濱選手・石立選手・永田選手・相澤選手・勝連選手の6名が出場し、日本代表・韓国
代表・広島メイプルレッズ・SKオーフス（デンマーク）の4チームでのリーグ戦。 

順当に勝ち進み、最終戦は全勝同士の日本代表対韓国代表の勝負の一戦となり、前半から両者
一歩も譲らず、残り１分１点のビハインドを追いつくことができなかった日本代表は惜敗し、２位と
いう結果で大会を終えました。オリンピックに出場するためには必ず倒さなければならない韓国、
今年９月のアジア大会や来年度のオリンピックアジア予選ではリベンジを果たすべく、強化に励む
日本代表の選手たちへ引き続きエールをお願いします。 
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◆試合結果◆ 

“表彰式での一枚” “試合終了後の集合写真” 


